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10年後の 「南中」

マ イノ リテ ィ の 生活 と学カ
ー

同和地区生徒 は 自立 で きたか一

徳 田耕造 （尼崎市立
“

南
”

中学校）

1　 は じめ に

　同和対策特別措置法 （1969 年 ）以降、30

年 にわた っ て 特別施策が続け られ て きたこ と

に よ っ て、同和地区の 生活状況が改善され て

きたこ とは 、明 らかで あ る 。 なかで も、同和

教育に関 しては 、「自立 」 と 「啓発 」 とい う 2

つ の課題 に取 り組み 、 大 きな成果を上 げて き

た 。

　現在で は 、「啓発 」 に関 して、1995 年 か ら

ス ター
トした 「人権教育の ため の国連 10 年 」

の影響 もあ り、同和教育は人権教育へ と発 展

的に再構築 され 、 人権教育基本方針等 とな っ

て い る と こ ろで ある 。

　
一方、「自立 」 に つ い て は、高等学校 へ の進

学率が上が っ たこ とな ど格差は大き く解消 し、

成果がみ られ る もの の 、
「中卒者の 割合が 高

い こ と、 高校 中退 が多い こ と、 大学進学率 が

低い こ と」 などが課題 として 残 され て い る 。

また 、
「学力保 障 とい う課題は 、

こ れ ま で 同和

教育で は常に取 り組 まれ て き たが 、 十分な成

果 をあ げ きれなか っ た 」 との 見 方もあ る 。 例

えば、全国的な高等学校 へ の 進学率をみ て も、

1975 年前後か ら 5％前後 の 格差が み られ 、 す

で に 25 年 も続い て い る の で ある。

　そ こ で 、 本研究は尼 崎市立
“

南
”

申学校 （以

下、南中と い う）を中心 に 10 年前 と比較 し

て、同和地区生徒の 「自立」 は すすんで い る

の か を 「生活」 と 「学力」 の 両面か ら考察す

る もの で ある 。

2　南中に お け る 同和 地区生徒 の 自立状況

（1） 「生活」 に つ い て

　南 中に お い ては 、1985 年か ら毎年 10 月上

旬 に 、全校生徒 を対象に した生 活実態ア ン ケ

ー
ト調 査を実施 して い る 。 まず、南 中全体の

生徒が こ の 10 年で どの ように変化 して い る

か を概観 して み る と、授業中の 態度や授業の

内容理解、「チ ャ イム着席」等は若 干よ くな っ

て きて い る もの の 、 《家庭で の 学習時間》や

《塾 へ い く生徒》が 減少、 《テ レ ビの 視聴時

間》では増加な ど 、

‘‘

学力低下
”

へ の 条件が揃

っ て い る 。 さ らに 、 同和地区生徒と他の 生徒

の 生活 に つ い て比 較 してみ る と 、 《宿題を し

な い 》、《家庭学習は 30 分 以下》、 《テ レ ビ視

聴時間が 3時間以上》、《朝食を とらな い 》な

どに 関 して、10 年前 と同程度の格差が残 っ て

い る 。

（2） 「学力 」 に つ い て

　つ きに、南 中にお け る地 区生徒の相対的な

学力 を明 らかに するため、五教科の 学年順位

を 5 分位 してみ る と、 1999 年度に おい て は全

学年に おい て 、 低い とこ ろに偏 っ て い る 。 こ

れ を 1988 年卒業の 3年生 の 成績 と比較 して

み る と 、 下の グラ フ の よ うにな り、 学力格差

は拡 大 して い る 。

　

　 こ れまでみ て きた とこ ろによれば、少な く

とも南中では、こ こ 10 年の 間に 同和地 区生

徒の 「生活」 と 「学力」 に おい て 、格差は縮

ま っ て い る とはい えず、全体 として拡大 して

い る と考え られる 。

（3）進学状況に つ い て

　 っ ぎに 「学力」 の 結果で ある高等学校 へ の

進学状況を見て み る 。 まず 、 尼崎市で は 公 立
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の 全 日制普通科は総合選 抜、そ の 他の 職業科

等は単独選 抜方式をと っ て い る 。 南中に おい

て も、 生徒の 約半数は
‘

協力校
’

と言わ れ る

“
南

”

高校 へ 進学 する こ とにな る 。

　また同和 地区生 徒の 進学率は 、 尼崎市全 体

で は こ こ 10 年 の うち 、 5年間は市全 体の それ

を上 回 っ て お り、 また南中にお い て も、 3年

間は 全校の 進学率を上 回 っ た 。 人数的なも の

もあ り
一
概に は言えな い が 、高等学校へ の 進

学率に 関 しては、全体 として格差は縮 まっ て

い る 。 南 中に お ける地 区生徒は、そ の 生活格

差は 残 っ て お り、学力格差は広 が っ て い る に

もか かわ らず、高校へ の 進学率は よくな っ て

い る の で ある 。

　一方、内申合計別 に 進学状況 をみ る と、こ

こ 10 年間 にそ の 傾向が大 き く変化 して い る

こ とが判る 。 1988 年には全 日制公立普通 科に

進学で きた生徒は、内申合計で 45 点以下 は

1．6％で あ り、中心は 50 台後半の 生徒 で あ る 。

と こ ろが 10 年後の 1998 年では 45 点以 下 の

生徒 が 12％に も な っ て い る 。 す なわ ち、
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高へ の ハ
ー ドル が低 くな っ て い る の で

ある 。

　こ の よ うな現象が起こ っ て い る原因 は、生

徒数の 減少に よ る もの が大 き い 。 尼 崎市で も

中学生の 数は 1985 年の 2：3，234 人 をピー
ク に 、

こ の 14 年で 中学生は 半数以 下 に なっ て い る 。

もう
一

つ の原因は、高校改革で あ る 。 全 日制

単位制高校の 設置や職業科の 推薦枠拡大 など

があ り、従来 の 普通科高校 へ の 魅力が 相対的

に 下 が っ て きて い る の で あ る 。 さらに 、私立

高等学校の 生徒確保 に は経営そ の もの が かか

っ て きて お り、熾烈な もの が ある 。 こ れ らが

複合的に絡み合 っ て 、同和地区生徒 も含め た

‘‘

学力の 低い
”

生徒が 結果 的に 高等学校へ 進

学で きて い る の で ある 。

3　 まとめに かえて

　 こ こ まで をまとめて み ると、少な くとも南

中におい て は、こ こ 10 年の 間 に同和地 区生

徒の 「生活 」 お よび 「学力 」 にお け る 「自立 」

が出来て い る とは言えな い 。 こ れ まで っ かわ

れて きた 「進学率」 とい うモ ノサ シが、こ こ

10 年ほ どの急激な生徒数の 減少 と い う嵐の

なかで 、過去 にあ らわ して きたほ ど、正 確に

「自立 」 を証明する もの に はな っ て い ない の

で ある 。

　
一方、学校教育にお け る積極的 な差別解消

策 と して、「同和 加配 教員 」 と 「地区教育事業

（解放学級）」があ っ た 。 しか し、加配教 員は

減 らされ、地 区教育事業 も参加生徒数が減少

してお り、先行 きは不透明なもの にな っ て い

る 。 同和地区の保護者の隼活辷つ い て も、 不

況の 影響もあ り不安定な就労や離婚等の 増加

によ り、い わゆる 二 極分解が進行 して い る 。

　今後は 、 苅谷の い う 「入学が簡単に なれ ば、

そ れだ け努カ へ 向け て の 全体的な圧力が弱 ま

り、階層の低い 人 たちか ら努力 の手が ゆ るん

で しま う」 こ とのな い よ うに、同和 地区生徒

を含めたマ イ ノ リテ ィ の 「生活」 と 「学力 」

を、さらに丁 寧に分析 して い く必要が あ る 。
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